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運用報告書（全体版） 

＜ＤＣ＞ 
日本株スタイル・ミックス・ファンド 

 

愛称：総合力 

 
 

第25期（決算日：2026年６月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限（2001年11月14日設定） 

運 用 方 針 

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）をベン
チマークとし、中長期的に同指数を上回る投資
成果をめざして運用を行います。投資スタイル
毎の組入比率は定量・定性分析をベースに決定
することを基本とします。株式の実質組入比率
は、原則として高位を維持します。 

主要運用対象 

＜ＤＣ＞日本株 
スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド受益証券、日本株グロー
ス・ファンド・マザーファンド受益
証券および日本・小型株・ファンド・
マザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。なお、当ファンド
で直接投資することがあります。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

＜ＤＣ＞日本株 
スタイル・ 
ミックス・ 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合に制限を設
けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

日本株グロース・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 
外貨建資産への投資は行いません。 

日本株バリュー・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 
外貨建資産への投資は行いません。 

日本・小型株・ 
フ ァ ン ド ・ 
マザーファンド 

株式への投資割合に制限を設けま
せん。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価
益を含みます。）等の全額を分配対象額とし、分
配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して
委託会社が決定します。ただし、分配対象収益が
少額の場合には分配を行わないことがあります。 
 

  

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成
長を優先し、原則として分配を抑制する方針
とします。（基準価額水準や市況動向等により
変更する場合があります。） 

◇MUZ-928124-0000-20260610◇ 
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
（配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

21期(2022年６月10日) 26,974 0 0.2 3,139.89 1.7 97.1 － 20,824 

22期(2023年６月12日) 31,151 0 15.5 3,717.50 18.4 97.9 － 24,492 

23期(2024年６月10日) 37,125 0 19.2 4,727.13 27.2 98.1 － 28,888 

24期(2025年６月10日) 36,874 0 △ 0.7 4,852.14 2.6 97.5 － 27,758 

25期(2026年６月10日) 60,799 0 64.9 6,857.20 41.3 97.3 － 46,274 
 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケッ
ト・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標
章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指
数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸ
が有します。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 東 証 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

（ＴＯＰＩＸ） 
（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 
2025年６月10日 36,874 － 4,852.14 － 97.5 － 

６月末 38,393 4.1 4,974.53 2.5 97.5 － 
７月末 39,704 7.7 5,132.22 5.8 98.2 － 
８月末 41,633 12.9 5,363.98 10.5 97.7 － 
９月末 43,155 17.0 5,523.68 13.8 97.1 － 
10月末 47,587 29.1 5,865.99 20.9 97.4 － 
11月末 47,536 28.9 5,949.55 22.6 97.4 － 
12月末 47,405 28.6 6,010.98 23.9 98.0 － 

2026年１月末 50,448 36.8 6,288.77 29.6 98.1 － 
２月末 58,340 58.2 6,947.17 43.2 97.9 － 
３月末 51,815 40.5 6,229.53 28.4 97.3 － 
４月末 58,586 58.9 6,638.55 36.8 94.6 － 
５月末 64,326 74.4 7,052.48 45.3 95.1 － 
(期  末)       

2026年６月10日 60,799 64.9 6,857.20 41.3 97.3 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

運用経過
第25期：2025年６月11日～2026年６月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 5 期 首 36,874円
第 2 5 期 末 60,799円
既払分配金 0円
騰 落 率 64.9％

（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べて64.9％の上昇となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（41.3％）を23.6％
上回りました。

ベンチマークとの差異

積極財政に対する期待などから国内株式市況が上昇したことや、
日本株グロース・ファンド・マザーファンド受益証券（以下、グ
ロースマザー）、日本株バリュー・ファンド・マザーファンド受
益証券（以下、バリューマザー）、日本・小型株・ファンド・マ
ザーファンド受益証券（以下、小型株マザー）が上昇したことが
基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

中東情勢の先行き懸念などを背景に国内株式市況が一時的に下落
したことが、基準価額の一時的な下落要因となりました。

下落要因

組入ファンド 騰落率 組入比率(対純資産総額）
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 78.4％ 38.5％
日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 63.7％ 46.6％
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 49.1％ 14.6％

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

第25期：2025年６月11日～2026年６月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期間の初めから2026年２月下旬にかけて
は、外国為替市場において円安・米ドル
高が進行したことや、米国の関税政策に
係る各国との協議進展により不透明感が
後退したこと、高市新政権の発足に伴う
積極財政に対する期待などから上昇しま
した。
３月上旬から３月下旬にかけては、米国
とイスラエルによるイラン攻撃やホルム

ズ海峡の封鎖による原油価格急騰を受け
て、インフレ再燃や企業業績への悪影響
が懸念されたことなどから、下落しまし
た。
４月上旬から期間末にかけては、米国と
イランの暫定的な停戦合意を受けて投資
家のリスク回避姿勢が後退したことや、
米国株式市場において半導体関連銘柄が
大幅に上昇したことなどから、国内株式
市場も上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  ＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミック
ス・ファンド
当ファンドは、期間を通じて３つのマ
ザーファンドの合計組入比率を高位で維
持しました。
スタイル（バリュー、グロース）の投資
配分は、期間の初めから2026年３月にか
けて、米国におけるトランプ政権の経済
政策や関税影響、金融政策の先行きに対
する不透明感が継続し、国内においても
政府の経済政策や選挙動向などの影響を
慎重に見極める必要がある状況が継続し
たことから、スタイル間で明確な優劣は
つきにくいと判断し、中立としました。
2026年４月より、投資判断の枠組みを短
期的な環境分析から中長期（構造的）な
トレンドを重視する投資判断に変更しま

した。その結果、インフレ基調や金利上
昇の継続などを背景に、2021年前後から
始まったバリュー優位のトレンドは継続
すると想定し、バリューオーバーウェイ
トへと変更しました。期間末においても、
バリューオーバーウェイトとしました。
サイズの投資配分は、期間を通じて中立
を維持しました。期間の初めから2026年
３月にかけて、定量分析の結果などを踏
まえ、サイズで優劣のつかない展開を想
定し、中立としました。2026年４月より、
投資判断の枠組みを短期的な環境分析か
ら中長期（構造的）なトレンドを重視す
る投資判断に変更し、サイズ間の優劣を
積極的に取らない方針としたことから、
期間末においても中立としました。

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

（ご参考）

■組入比率の推移（月末ベース）
（％）

期首 ６・2025
７ ８ ９ 10 11 12 １・2026

２ ３ ４ ５ 期末
0
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日本株グロース・ファンド・マザーファンド
日本・小型株・ファンド・マザーファンド

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
コールその他資産 株式実質

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
主としてわが国の大型・中型株式の中か
ら、収益の成長力が市場平均に比べて高
いと判断される銘柄を厳選して投資して
参りました。成長シナリオの変化や定性
評価の修正、新規投資候補との相対的優
位性などを総合的に勘案し、組入銘柄を

適宜入れ替えました。
組入銘柄数は55～62銘柄で推移させまし
た。当期間では、「パワーエックス」や 
「Ｓｙｎｓｐｅｃｔｉｖｅ」など10銘柄
を新規に組み入れました。一方、「丸紅」
や「ＮＴＴ」など９銘柄を全株売却しま
した。

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド
主としてわが国の大型・中型株式の中か
ら、企業の収益力や資産価値などから判
断して、株価が割安に放置されていると
思われる銘柄に厳選して投資することに
より、値上がり益の獲得をめざしました。
また、組入銘柄・組入比率は、保有して
いる不動産などの含み損益を考慮した独
自の修正株価純資産倍率（ＰＢＲ）を基
にセクター内比較などを行い、その上で、
経営陣が保有資産の価値を最大化しよう
としているかや同一業種内における企業
の優位性などの定性面の評価などを総合
的に考慮して決定しました。
組入銘柄数は51～58銘柄で推移させまし
た。株価水準と企業の競争力や業績の変
化などを勘案し、より割安と判断される
銘柄への入れ替えを行いました。当期間
では、「クボタ」や「ＮＧＫ」など19銘
柄を新規に組み入れました。また、「ＮＴ
Ｔ」や「ソフトバンクグループ」など19
銘柄を全株売却しました。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
国内小型株式のうち独自の技術やノウハ
ウを有し、中長期的な成長が見込める企
業などを中心に選別投資を行いました。
組入銘柄数は概ね83～97銘柄程度で推移
させました。ファンダメンタルズの変化
や新規投資候補銘柄との相対比較等を勘
案し、適宜銘柄入替を行いました。
当期間では、通信機器・計測器の世界大
手メーカーの「アンリツ」、自動車シート
やばね製品を手掛ける「日本発條」など
33銘柄を新規に組み入れました。一方、
半導体製造用の高純度化学化合物の開
発・製造・販売を手掛ける「トリケミカ
ル研究所」、主にファンクラブ運営等のコ
ンテンツ事業と、電子チケットの発券・
流通・付随サービス等の電子チケット事
業を手掛ける「エムアップホールディン
グス」など37銘柄を全株売却しました。

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

  ＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（41.3％）
を23.6％上回りました。

グロースマザー、バリューマザー、小型株マザーはそ
れぞれベンチマークをアウトパフォームしました。
資産配分効果は小幅なマイナスとなりました。スタイ
ルについては、バリューオーバーウェイトへの変更後
の期間が寄与し、小幅プラス寄与となった一方、サイ
ズの寄与は限定的で、現金保有が小幅なマイナス影響
となりました。

  日本株グロース・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 非鉄金属、ガラス・土石製品をベンチマークに対してオーバーウェイトとし

ていたことがプラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 「イビデン」、「メイコー」をベンチマークに対してオーバーウェイトとして

いたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 輸送用機器、情報・通信業をベンチマークに対してオーバーウェイトとして

いたことがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「サンリオ」、「Ｓａｎｓａｎ」をベンチマークに対してオーバーウェイトと

していたことがマイナスに影響しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2025/６/10 ～ 2026/６/10
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本株バリュー・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 電気機器をベンチマークに対してオーバーウェイト、輸送用機器をベンチ

マークに対してアンダーウェイトとしていたことがプラスに寄与しました。
銘柄選択要因： 「イビデン」、「ローム」をベンチマークに対してオーバーウェイトとしてい

たことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 金属製品、石油・石炭製品をベンチマークに対してアンダーウェイトとして

いたことがマイナスに影響しました。
銘柄選択要因： 「ホシザキ」、「住友林業」をベンチマークに対してオーバーウェイトとして

いたことがマイナスに影響しました。

  日本・小型株・ファンド・マザーファンド
プラス要因
業種配分要因： 電気機器や精密機器をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたこ

とがプラスに影響しました。
銘柄選択要因： 「メイコー」や「古河電気工業」をベンチマークに対してオーバーウェイト

としていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 銀行業をベンチマークに対してアンダーウェイトとしていたことや情報・通

信業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがマイナスに
影響しました。

銘柄選択要因： 「楽天銀行」や「日本製鋼所」をベンチマークに対してオーバーウェイトと
していたことがマイナスに影響しました。

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第25期
2025年６月11日～2026年６月10日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 51,610

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  ＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミック
ス・ファンド
国内では中東問題の影響などから、一部
製品で供給不足や物価上昇の継続が懸念
されているものの、国内企業の業績改善
が継続していることや、足元の経済指標
が好調を維持していることから、国内経
済は底堅く推移すると想定しています。
今後の株式市場はトランプ政権の経済政
策や中東問題などの不透明感から、一時
的に下落する可能性はあるものの、企業
業績や資本効率改善の進展を背景に、中
期的には堅調に推移すると想定していま
す。
足元、ＡＩ・半導体関連への期待などか
ら循環的にグロース優位の物色動向が続
いているものの、インフレ基調や金利上
昇の継続を背景にバリュー優位の中長期
的なトレンドは継続するとみており、ス
タイルはバリューオーバーウェイトを維
持する方針です。サイズは、サイズ間の
優劣を積極的に取らないことから、中立
を継続する方針です。

  日本株グロース・ファンド・マザー
ファンド
今後もわが国の大型・中型株式の中から、
収益の成長力が市場平均に比べて高いと
判断される銘柄を厳選して投資して参り
ます。
成長分野の見極めに加え、個別企業の競
争力強化や構造改革の進展といった変化
を捉え、中長期の利益成長性の観点から
企業価値の向上が見込まれる企業を精査
し、ポートフォリオを構築します。

  日本株バリュー・ファンド・マザー
ファンド
今後もわが国の大型・中型株式の中から、
企業の収益力や資産価値などから判断し
て、株価が割安な水準にあると思われる
銘柄に厳選して投資することで、中長期
的にベンチマークを上回る投資成果をめ
ざして運用を行います。

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
日本の株式市場については、引き続き中
東情勢の混乱の長期化が企業業績に及ぼ
す影響には留意が必要なものの、高市政
権の成長戦略やコーポレート・ガバナン
スのさらなる進展期待などが一定の支え
になると考えます。小型成長株の観点か
らみると、相対的に外部環境に左右され
ず、独自の成長要因を持つ企業が再評価
される可能性に注目しています。

これまで通り小型株の魅力である成長ポ
テンシャルに着目したボトムアップでの
運用を継続します。日本におけるデフレ
脱却や東京証券取引所による企業価値向
上に向けた要請などの外部要因は、従来
成長企業とは見られていなかった企業で
も事業ポートフォリオ改革などを通じて
成長期待が高まる可能性があるため、従
来以上に幅広いリサーチを行い成長企業
の発掘に注力します。

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

2025年６月11日～2026年６月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 802 1.650 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (374) (0.770) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (374) (0.770) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 53) (0.110) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 43  0.088  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 43) (0.088) 

(ｃ)そ の 他 費 用 1  0.003  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  1) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 846  1.741  

期中の平均基準価額は、48,591円です。

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.65％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（投信会社）
0.77％総経費率

1.65％

＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

○売買及び取引の状況 (2025年６月11日～2026年６月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株グロース・ファンド・マザーファンド 707,125 1,896,596 1,808,262 5,461,155 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 535,694 5,195,714 223,897 1,883,703 
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 85,654 1,040,767 69,422 822,993 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年６月11日～2026年６月10日) 

 

項 目 
当 期 

日本株グロース・ファンド・ 
マザーファンド 

日本株バリュー・ファンド・ 
マザーファンド 

日本・小型株・ファンド・ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 14,057,051千円 28,423,615千円 13,246,052千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 15,331,096千円 14,998,814千円 7,879,696千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.91   1.89   1.68   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年６月11日～2026年６月10日) 

 

＜＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株グロース・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 5,186 751 14.5 8,870 741 8.4 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 15,962 1,923 12.0 12,461 1,038 8.3 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 6,659 757 11.4 6,586 1,050 15.9 

平均保有割合 68.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜日本株バリュー・ファンド・マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 453 485 1,067 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 32,144千円 
うち利害関係人への支払額（B） 3,752千円 

（B）／（A） 11.7％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＨＣキャピタル、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

○組入資産の明細 (2026年６月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 6,054,288 4,953,151 17,830,354 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 1,687,584 1,999,382 21,586,327 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 442,032 458,264 6,741,802 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年６月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株グロース・ファンド・マザーファンド 17,830,354 38.1 

日本株バリュー・ファンド・マザーファンド 21,586,327 46.2 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 6,741,802 14.4 

コール・ローン等、その他 579,853 1.3 

投資信託財産総額 46,738,336 100.0 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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＜ＤＣ＞日本株スタイル・ミックス・ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年６月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 46,738,336,403   

 コール・ローン等 539,098,613   

 日本株グロース・ファンド・マザーファンド(評価額) 17,830,354,287   

 日本株バリュー・ファンド・マザーファンド(評価額) 21,586,327,849   

 日本・小型株・ファンド・マザーファンド(評価額) 6,741,802,311   

 未収入金 40,742,777   

 未収利息 10,566   

(B) 負債 464,125,781   

 未払解約金 123,466,545   

 未払信託報酬 340,069,839   

 その他未払費用 589,397   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 46,274,210,622   

 元本 7,610,959,025   

 次期繰越損益金 38,663,251,597   

(D) 受益権総口数 7,610,959,025口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 60,799円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 7,528,010,576円 

期中追加設定元本額 1,540,003,463円 

期中一部解約元本額 1,457,055,014円 

また、１口当たり純資産額は、期末6.0799円です。 

○損益の状況 (2025年６月11日～2026年６月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,595,208   

 受取利息 1,595,208   

(B) 有価証券売買損益 16,815,999,642   

 売買益 18,437,703,296   

 売買損 △ 1,621,703,654   

(C) 信託報酬等 △   601,799,125   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 16,215,795,725   

(E) 前期繰越損益金 7,188,621,407   

(F) 追加信託差損益金 15,258,834,465   

 (配当等相当額) (  15,865,574,586)  

 (売買損益相当額) (△   606,740,121)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 38,663,251,597   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 38,663,251,597   

 追加信託差損益金 15,258,834,465   

 (配当等相当額) (  15,875,902,897)  

 (売買損益相当額) (△   617,068,432)  

 分配準備積立金 23,404,417,132   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2025年６月11日～ 
2026年６月10日 

費用控除後の配当等収益額 608,575,770円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 15,518,719,809円 

収益調整金額 15,875,902,897円 

分配準備積立金額 7,277,121,553円 

当ファンドの分配対象収益額 39,280,320,029円 

１万口当たり収益分配対象額 51,610円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

投資信託約款に記載された「一般社団法人投資信託協会」を、「一般社団法人資産運用業協会」に記載変更を行いました。 

一般社団法人資産運用業協会設立準備法人を吸収合併存続法人、一般社団法人日本投資顧問業協会と一般社団法人投資信託協会を吸収合

併消滅法人として2026年４月１日付で合併し、「一般社団法人資産運用業協会」に名称を変更することとなったため、投資信託約款に所要の

変更を行いました。 

（2026年４月１日） 
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